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団体概要

メンバー：金沢大学の学生　12人
　　　　　　（4年生：４人、3年生：１人、
　　　　　　　　　　　2年生：６人、1年生：1人）
結成：2022年5月～

CONTENTS 01

活動内容

「田んぼ染めをはじめとした釣部町の
　伝統文化を後世に繋ぐお手伝い。」
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釣部町（つるべまち）CONTENTS 01

・金沢大学から車で約15分
・東長江ICから車で約10分

自然豊かな山間の町。準限界集落。
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田んぼ染めとはCONTENTS 01

模様付け01 草木染め02 田んぼで
揉みこみ03 完成✨04

田んぼに含まれる
鉄分

反応

植物に含まれる
タンニン

茶黒く変化！
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活動実績CONTENTS 01

これまでに行ってきた活動

染め（田んぼ染め・藍染め等）
・体験会（4月～11月）
・親子向け教室
・夕日寺小学校4年生
　「総合的な学習の時間」

イベント出展
・金大祭2024
・ひがしやま寺院まつり2024
・角間里山まつり

田んぼ染め踊り・唄
・百万石文化祭
　金沢の無形民俗文化財共演会
・釣部町/御所2丁目　夏祭り
・夕日寺校下文化祭
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SNSに疎く、発信力が不十分。
釣部町外での活動はほとんどなし。

釣部町は準限界集落であり、
保存会の皆様もご高齢

補助金や寄付金等で賄われてきた。
規模が大きくなると必要な資金も増加。

次世代の担い手不足

認知度の低さ

活動の不安定さ
こういうことをしたい！という夢は
大きくとも、実現に至らず…。

大学生だけでなく、染めに興味がある人も参加。
保存会には中学生の新メンバーが加わった。

関係人口の増加・新メンバー加入

日頃の活動の様子を発信。関心を持つ人からの連絡も。
町外でのイベントに出店、金大祭にもブースを出した。

Instagramの運用

カレンダーで年間予定を管理。
活動に余裕がある時期がわかり、新企画も実践。

活動の整理

現状の課題・背景

活
動
を
始
め
た
当
初
の
課
題

CONTENTS 02

財源不足
商品開発！！
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企画の概要

主に、以下の3本軸での活動を実行します。
目的：自主財源を確保する。・染めを行うのが難しい冬季の活動を作る。

CONTENTS 03

商品開発第1弾として、ブックカバーの製作・販売を行い、それに関わるワークショップの実施や新商品の開発を
進め、効果を確かなものにします。

・イベント等での対面販売
・ハンドメイド販売サイト等での
　オンライン販売（EC）

・親子
・大学生

・次年度以降、自走できるように。
・応用可能にするためノウハウを蓄積し
　引き継ぐ必要性。

01 ブックカバー

ターゲット
・大学生
・中年層～高齢層

販売方法

02 体験会・ワークショップ

一緒に作ることで
作品にストーリーを。

ターゲット

効果

03 新商品開発
よりニーズにこたえる
商品を。

目的
・01ブックカバーの反省を生かす。
・02体験会・WSで得たニーズに応える。

課題

田んぼ染めを
生活の一部に。

・自作することで愛着がわく
・地域の人との交流促進
・ニーズ把握
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01

02

03

ブックカバー

スケジュールCONTENTS 03

スケジュール 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

新商品開発

体験会・
ワークショップ

通常の活動
新歓

始動
布選定

試作
（形のみ）

布を
染める

試作品
づくり

試販売用
商品の製作

試販売
振り返り

本販売用
商品の製作

金大祭・
イベント
での販売 振り返り

本販売
（EC・イベント） 振り返り

準備 試販売 本販売

ニーズ把握 試作品
完成

体験会

金大祭・
イベント

商品決定 試作

親子体験
夏祭り・
虫送り

小学校・
イベント出店 小学校 芋煮会

釣部田んぼ染め保存会　金沢大学支部　『繋』



今後の展望CONTENTS 04

変わる活動の在り方と変わらぬ思い

「ボランティアベースの文化保存」→「地域資源を生かした自走型の地域づくり」

あくまで、私たちは地域の伴奏者でありたい。

釣部町

・自主財源の確保の仕方のに商品販売を追加
・布を染めるだけに留まらない活動内容の充実
・お土産としての展開
・外部からの認知度の向上
・SNS以外の新たな発信方法

繋

・大学の学び、まちづくりの実践
・保存会や釣部町をサポートし経験を積む
・団体の継続
・財源確保のノウハウの獲得
　→他地域や将来に応用
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こんなサポートを求めていますCONTENTS 04

イベントなど出店場所のご提案・ご提供
本販売の際の出店先についてご協力いただけると幸いです。
ex)　ハンドメイド品や伝統品が集まるイベント等

金沢市SNSでの広報
体験会やワークショップを開催する際に、広報の支援を頂けましたら幸いです。
ex)　金沢市の公式LINEやInstagram等

01

02

03

活動資金のご提供
自走を目指す商品開発の実現のため、チャレンジ事業の採択、委託金での支援を
いただけるとありがたく存じます。
詳細は次ページに。
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支出

交通費 ￥20,000

消耗品費 ￥10,000

印刷製本費 商品説明・パンフレット等の印刷費 ￥10,000

通信運搬費 オンライン販売の際の配送料（￥500×40個） ￥20,000

材料費 染め布・包装資材 ￥35,000

備品購入費 アイロン ￥5,000

事業収支予算CONTENTS 05

委託金 ￥100,000

収入 ￥20,000 +￥10,000 +￥10,000 +￥20,000
+￥35,000 +￥5,000    = ￥100,000

染めに使う手袋、輪ゴム、割りばし等
・裁縫糸

金沢大学～釣部町の交通費
イベント出店の際の交通費

※リース・レンタルは困難
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Thank you
プレゼンテーションをご覧いただき、誠にありがとうございます。
弊団体の活動計画にお時間を割いていただき、心から感謝申し上げます。

今後も弊団体の活動にご興味をお持ちいただけると幸いです。
何かご質問やご意見がございましたら、いつでもお気軽にお問い合わせください。

tsunagu_kanazawa.univ


